
皆さまこんにちは。敬愛大学の三幣です。本日は、週末の時間にもかかわらず多数ご参

加いただき、大変感謝しております。

敬愛大学は、昨年をもち創設から 50年を経過しました。この地に、90年ほど前、高等学

校としてこの学園がスタートし、その後、今から 50年前に大学を設置しました。

50年を経て、新たな50年。大学の未来を考えました。

第一は建学の精神『敬天愛人』です。この精神に基づいて人材育成をしていきます。そ

して同時に数十年この地にあり、これからもこの地域に必要とされる大学であり続け、ま

た、そうあることを目指していきたいと考えています。

そのなかで総合地域研究所は、千葉県とその周辺地域の研究に重点を置き、現在さまざ

まな研究を行っている拠点です。また、地域に貢献できる若者を育てるという人材育成に

も取り組んでいます。

その人材育成についてですが、千葉大学が文部科学省の採択を得ている地方創生推進事

業に、協力参加大学として本学では、千葉大学の学生も参加履修するようになっている

「エアポートNARITA地域産業学」というプログラムを設けました。こうした取り組みを紹

介する意味もあり、今回のシンポジウムは「インバウンド観光振興による地域創生と人材

育成」をテーマとしました。

今回、成田市から吉田昭二副市長、成田国際空港株式会社から高橋広治部長が、お忙し

いなか、参加してくださいました。千葉県にとってインバウンド観光は、県の将来を左右

する非常に重要なテーマです。講演とともにさまざまな意見交換をしていただき、皆さん

にとり、このシンポジウムが、有意義で参考になるものになるよう願いまして、あいさつ

とさせていただきます。本日はどうもありがとうございます。
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三 幣　利 夫
敬愛大学学長

インバウンド観光振興による地域創生と人材育成
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第 8回公開シンポジウム

「インバウンド観光振興による地域創生と人材育成」

平成 29年 11月 11日（土）13 : 00～ 15 : 00

於 敬愛大学稲毛キャンパス 2号館 2202

〈プログラム〉

開会の辞：三幣 利夫（敬愛大学学長）

司会進行：藪内 正樹（経済学部教授）

第 1部 「インバウンド観光と成田国際空港」

講　　演：高橋 広治

（成田国際空港株式会社　営業部門　エアライン営業部部長）

第 2部 「成田国際空港と地域創生」

講　　演：吉田 昭二（成田市副市長）

第 2部　パネルディスカッション

第 2部 「インバウンド観光による地域創生のための人材育成」

パネリスト：高橋 広治（講師）

吉田 昭二（講師）

廻 洋子（国際学部特任教授）

村川 庸子（国際学部教授）

前野 高章（経済学部専任講師）

コーディネーター：根本 敏則（経済学部教授）

パネラーの発表に聞き入る参加者たち（会場風景より）


